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44章章. . 柳瀬川流域水循環マスタープランの計画目標柳瀬川流域水循環マスタープランの計画目標

　柳瀬川流域水循環マスタープランでは、計画理念において示す「人と水とみどりがつながり　柳瀬川流域水循環マスタープランでは、計画理念において示す「人と水とみどりがつながり

あう魅力ある流域づくり」を進めるため、あう魅力ある流域づくり」を進めるため、33つの基本方針のもとにとりまとめたさまざまな取りつの基本方針のもとにとりまとめたさまざまな取り

組みを進めていきます。組みを進めていきます。3.13.1で説明したとおり、３つの基本方針の関係は、基本方針１で目指すで説明したとおり、３つの基本方針の関係は、基本方針１で目指す

流域の姿を具体化し、基本方針２でそのための取り組みを示し、基本方針流域の姿を具体化し、基本方針２でそのための取り組みを示し、基本方針33では取り組みの進めでは取り組みの進め

方を示しています。方を示しています。

　本章では、基本方針１に従い、本計画の目指す流域の姿を具体化して「計画目標」として設定しま　本章では、基本方針１に従い、本計画の目指す流域の姿を具体化して「計画目標」として設定しま

す。計画目標は、基本方針の記述でも分けて説明しているとおり、洪水時の状況に関わるものと平常す。計画目標は、基本方針の記述でも分けて説明しているとおり、洪水時の状況に関わるものと平常

時の状況に関わるものの時の状況に関わるものの22つに分けて設定することとします。これは、洪水時と平常時では流域の状つに分けて設定することとします。これは、洪水時と平常時では流域の状

況が大きく異なり、具体的な目標として示すにあたっては、１つの目標で両方の状況を表すことが況が大きく異なり、具体的な目標として示すにあたっては、１つの目標で両方の状況を表すことが

困難なためです。困難なためです。

　なお、計画目標は洪水時と平常時とで分けて示すこととしますが、それぞれの計画目標を達成す　なお、計画目標は洪水時と平常時とで分けて示すこととしますが、それぞれの計画目標を達成す

るための取り組みは、洪水時・平常時ともに有効であることも少なくありません。例えば、調節池はるための取り組みは、洪水時・平常時ともに有効であることも少なくありません。例えば、調節池は

洪水時に河川の増水を抑える働きを持っていますが、洪水時に貯まった水を平常時に少しずつ河川洪水時に河川の増水を抑える働きを持っていますが、洪水時に貯まった水を平常時に少しずつ河川

へ流せば、平常時に河川の流量を増やす働きも持ちます。また、雨水貯留浸透施設は、平常時に雨水へ流せば、平常時に河川の流量を増やす働きも持ちます。また、雨水貯留浸透施設は、平常時に雨水

を貯めたり地中へ浸透させたりする働きを持っていますが、洪水時にも河川に流出する水を少なくを貯めたり地中へ浸透させたりする働きを持っていますが、洪水時にも河川に流出する水を少なく

するという治水上の働きも持っています。するという治水上の働きも持っています。

図図 4-1 4-1　計画目標設定のイメージ　計画目標設定のイメージ
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　　計画目標の設定方法について、以下に示します。計画目標の設定方法について、以下に示します。

【洪水時】【洪水時】

　洪水時の計画目標は、現在進められている河川整備計画との整合を図る必要があるため河川整備　洪水時の計画目標は、現在進められている河川整備計画との整合を図る必要があるため河川整備

計画の進捗状況に合わせて設定します。計画の進捗状況に合わせて設定します。

　　また、水循環マスタープランと河川整備計画は、計画の目的や目標年次が異なりますが、両計画はまた、水循環マスタープランと河川整備計画は、計画の目的や目標年次が異なりますが、両計画は

整合を図るよう努めていきます。整合を図るよう努めていきます。

【平常時】【平常時】

　平常時の計画目標は、市民懇談会を通じた市民からの提案を主体とした「望ましい流域像」を　平常時の計画目標は、市民懇談会を通じた市民からの提案を主体とした「望ましい流域像」を

キャッチフレーズとイメージ図により設定しました。なお、それらの中には実現に長期間を要するキャッチフレーズとイメージ図により設定しました。なお、それらの中には実現に長期間を要する

ものも含まれますが、水循環系に関わる個別の計画づくりに活用していきます。ものも含まれますが、水循環系に関わる個別の計画づくりに活用していきます。
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4.1 4.1 洪水時の計画目標洪水時の計画目標

　　新河岸川流域では、昭和新河岸川流域では、昭和3030年代以降の急激な都市化に対し、治水施設の整備が追いつかない状況年代以降の急激な都市化に対し、治水施設の整備が追いつかない状況

が発生しました。これを受け、東京都・埼玉県を始めとした流域の自治体と建設省が発生しました。これを受け、東京都・埼玉県を始めとした流域の自治体と建設省((当時当時))とによる「新とによる「新

河岸川流域総合治水対策協議会」において、昭和河岸川流域総合治水対策協議会」において、昭和5757年年88月に「新河岸川流域整備計画」が策定されま月に「新河岸川流域整備計画」が策定されま

した。なお、同計画は、平成した。なお、同計画は、平成1717年年33月現在、改定に向けた検討及び手続きが進められています。月現在、改定に向けた検討及び手続きが進められています。

　　関係機関においては、同計画及び各河川について策定された全体計画にもとづいて治水施設の整関係機関においては、同計画及び各河川について策定された全体計画にもとづいて治水施設の整

備を早急に実施するとともに、流域が従前より有している保水・遊水機能の維持・回復を図るなど、備を早急に実施するとともに、流域が従前より有している保水・遊水機能の維持・回復を図るなど、

総合治水対策（図総合治水対策（図 4-4 4-4参照）を講じてきました。参照）を講じてきました。

　　しかし、その後の社会経済状況の変化や、平成しかし、その後の社会経済状況の変化や、平成99年の河川法改正などにより、河川と流域における年の河川法改正などにより、河川と流域における

洪水処理の適切な役割分担のもと、治水・利水に加えて環境までも含んだ新たな計画を検討する必洪水処理の適切な役割分担のもと、治水・利水に加えて環境までも含んだ新たな計画を検討する必

要性が生じてきました。要性が生じてきました。

　　洪水時の計画目標は、このような状況を考慮し、以下のとおりとしました。洪水時の計画目標は、このような状況を考慮し、以下のとおりとしました。

　　なお、最近の全国における洪水被害の状況を踏まえ、河川の改修や調節池の整備のようなハードなお、最近の全国における洪水被害の状況を踏まえ、河川の改修や調節池の整備のようなハード

対策だけではなく、災害弱者に対する避難体制のあり方等の危機管理に関する新たな課題に対応し対策だけではなく、災害弱者に対する避難体制のあり方等の危機管理に関する新たな課題に対応し

た、ハザードマップの作成や避難訓練の実施をはじめとしたソフト対策についても検討していくこた、ハザードマップの作成や避難訓練の実施をはじめとしたソフト対策についても検討していくこ

とが必要となっています。とが必要となっています。

図図 4-2 4-2　洪水時の計画目標　洪水時の計画目標
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（参考１）　河川整備計画における関連部分の抜粋（参考１）　河川整備計画における関連部分の抜粋

荒川水系　柳瀬川流域河川整備計画荒川水系　柳瀬川流域河川整備計画（東京都管理区間）（東京都管理区間）（原案）（原案）（平成（平成1717年年22月）月）

【河川整備計画の目標に関する事項】【河川整備計画の目標に関する事項】

　東京の中小河川の将来像　東京の中小河川の将来像

当面は時間あたり当面は時間あたり50mm50mmの降雨により発生すると想定される洪水を安全に流下させることをの降雨により発生すると想定される洪水を安全に流下させることを

目標とするが、将来的には更なる治水水準の向上を図る。また、地域の方々の協力を通じて「地目標とするが、将来的には更なる治水水準の向上を図る。また、地域の方々の協力を通じて「地

域に親しめる川」の実現を目指す。域に親しめる川」の実現を目指す。

　（洪水による災害の発生の防止又は軽減に関する事項）　（洪水による災害の発生の防止又は軽減に関する事項）

時間あたり時間あたり50mm50mmの降雨により発生すると想定される洪水を安全に流下する河川断面を確保の降雨により発生すると想定される洪水を安全に流下する河川断面を確保

する。整備にあたっては、現況河川の状況や周辺環境に配慮し、新河岸川流域整備計画に基づする。整備にあたっては、現況河川の状況や周辺環境に配慮し、新河岸川流域整備計画に基づ

き設定した計画流量を確保する。き設定した計画流量を確保する。

　（河川環境の整備と保全に関する事項）　（河川環境の整備と保全に関する事項）

恵まれた自然環境を持つ本流域の特性を活かし、治水や河川管理上支障のない範囲で、河畔恵まれた自然環境を持つ本流域の特性を活かし、治水や河川管理上支障のない範囲で、河畔

林や河岸等の保全を図っていく。また、河川整備の際には、自然環境と調和を図りながら管理林や河岸等の保全を図っていく。また、河川整備の際には、自然環境と調和を図りながら管理

用通路の緑化や親水性の高い護岸の整備などをするとともに、河川整備により失われた環境用通路の緑化や親水性の高い護岸の整備などをするとともに、河川整備により失われた環境

は可能な範囲内で復元を図ることで、地域に親しまれる川づくりを目指す。は可能な範囲内で復元を図ることで、地域に親しまれる川づくりを目指す。

　【河川整備の実施に関する事項】　【河川整備の実施に関する事項】

新河岸川流域整備計画に基づき、時間あたり新河岸川流域整備計画に基づき、時間あたり50mm50mmの降雨により発生すると想定される洪水の降雨により発生すると想定される洪水

を安全に流下させ、治水の安全性を高めるのはもとより、良好な環境を活かした整備が行えるを安全に流下させ、治水の安全性を高めるのはもとより、良好な環境を活かした整備が行える

よう、地元の意見などを聞きながら、自然環境の保全・創出・再生を図っていく。よう、地元の意見などを聞きながら、自然環境の保全・創出・再生を図っていく。

荒川水系　新河岸川ブロック河川整備計画荒川水系　新河岸川ブロック河川整備計画（県管理区間）（県管理区間）（平成（平成1717年年33月月  埼玉県）埼玉県）

　【河川整備計画の目標に関する事項】　【河川整備計画の目標に関する事項】

本計画では、水害を軽減する「安心・安全の川づくり」と流域や川の個性、地域との関わりを本計画では、水害を軽減する「安心・安全の川づくり」と流域や川の個性、地域との関わりを

踏まえた「人と自然にやさしい川づくり」を進め、「次世代に継承できる川」の実現を目指して踏まえた「人と自然にやさしい川づくり」を進め、「次世代に継承できる川」の実現を目指して

いく。いく。

河川整備にあたっては、近年の浸水被害状況や治水施設の整備状況、河川水の利用状況、流河川整備にあたっては、近年の浸水被害状況や治水施設の整備状況、河川水の利用状況、流

況、自然環境、水質、河川空間の利用状況などを総合的に考慮し、都心への通勤圏に位置し緑豊況、自然環境、水質、河川空間の利用状況などを総合的に考慮し、都心への通勤圏に位置し緑豊

かな環境も残る新河岸川ブロックの河川の特徴を生かした整備を進める。かな環境も残る新河岸川ブロックの河川の特徴を生かした整備を進める。

　＜洪水による災害の発生の防止または軽減に関する事項＞　＜洪水による災害の発生の防止または軽減に関する事項＞

洪水による災害の発生の防止または軽減を図るため、時間雨量洪水による災害の発生の防止または軽減を図るため、時間雨量50mm50mm程度の降雨により発生す程度の降雨により発生す

る洪水は安全に流下させることができる治水施設の整備と流域の流出抑制対策を進めていく。る洪水は安全に流下させることができる治水施設の整備と流域の流出抑制対策を進めていく。

また、河川機能を維持するために、整備完了箇所については、適切な維持管理を進めていく。また、河川機能を維持するために、整備完了箇所については、適切な維持管理を進めていく。

計画規模を上回る洪水等に対しても被害を最小限に抑えるよう、関係機関や地域住民ととも計画規模を上回る洪水等に対しても被害を最小限に抑えるよう、関係機関や地域住民ととも

に防災体制と危機管理施策の充実に努めていく。に防災体制と危機管理施策の充実に努めていく。

　　【河川整備の実施に関する事項】【河川整備の実施に関する事項】

　　＜河川工事の目的＞＜河川工事の目的＞

洪水による浸水被害発生の防止または軽減を図り、自然を活かした川の整備を進めるため、洪水による浸水被害発生の防止または軽減を図り、自然を活かした川の整備を進めるため、

低水路の線形やみお筋の幅など、昔の川の姿を参考とした多自然型川づくりに努め、良好な地低水路の線形やみお筋の幅など、昔の川の姿を参考とした多自然型川づくりに努め、良好な地

域をつなぐ水と緑のネットワークを形成していく。域をつなぐ水と緑のネットワークを形成していく。

治水施設の整備と流域の流出抑制対策を進め、時間雨量治水施設の整備と流域の流出抑制対策を進め、時間雨量50mm50mm程度の降雨により発生する洪程度の降雨により発生する洪

水は安全に流下させるとともに、多種多様な動植物の生息環境に配慮した川づくりを進めて水は安全に流下させるとともに、多種多様な動植物の生息環境に配慮した川づくりを進めて

いく。いく。
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（参考２）　水循環マスタープラン、（参考２）　水循環マスタープラン、河川整備計画及び流域整備計画の関係河川整備計画及び流域整備計画の関係

　水循環マスタープラン、河川整備計画及び流域整備計画の関係を表　水循環マスタープラン、河川整備計画及び流域整備計画の関係を表 4-1 4-1に示します。に示します。

表表 4-1 4-1　水循環マスタープラン、河川整備計画及び流域整備計画の関係　水循環マスタープラン、河川整備計画及び流域整備計画の関係



図図 4-3 4-3　水循環マスタープラン、河川整備計画及び流域整備計画の関係　水循環マスタープラン、河川整備計画及び流域整備計画の関係
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図図 4-4 4-4　流域対策のイメージ　流域対策のイメージ
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4.2  4.2  平常時の計画目標平常時の計画目標

　本節では、基本方針１にしたがって本計画の目指す流域の姿を具体化した「計画目標」のうち、平　本節では、基本方針１にしたがって本計画の目指す流域の姿を具体化した「計画目標」のうち、平

常時の状況に関するものを設定しました。平常時の計画目標の設定は、平常時の「望ましい流域像」常時の状況に関するものを設定しました。平常時の計画目標の設定は、平常時の「望ましい流域像」

を示すこととなりますが、以下の２つの方針にもとづいて作業を進めました。を示すこととなりますが、以下の２つの方針にもとづいて作業を進めました。

○方針１○方針１：：市民の提案を最大限反映市民の提案を最大限反映

　平常時の計画目標の設定は普段から流域に暮らしている市民の側により豊富なアイディアがあ　平常時の計画目標の設定は普段から流域に暮らしている市民の側により豊富なアイディアがあ

ると考え、流域の市民からの提案を最大限反映することとしました。これは、市民のみなさんに水循ると考え、流域の市民からの提案を最大限反映することとしました。これは、市民のみなさんに水循

環系健全化の大切さを理解していただくとともに、今後のプラン推進における重要な主体として参環系健全化の大切さを理解していただくとともに、今後のプラン推進における重要な主体として参

加していただくことも期待しているためであり、市民のみなさんにとって分かりやすい表現方法で加していただくことも期待しているためであり、市民のみなさんにとって分かりやすい表現方法で

あるとも考えたからです。あるとも考えたからです。

○方針２○方針２：：達成状況を確認するために数値目標を設定達成状況を確認するために数値目標を設定

　本計画に示す取り組みを推進する段階においては、市民と行政とが一体となってみなで取り組み　本計画に示す取り組みを推進する段階においては、市民と行政とが一体となってみなで取り組み

を実施し、計画目標の達成状況を客観的な方法で共有できることが重要です。このため、方針１に示を実施し、計画目標の達成状況を客観的な方法で共有できることが重要です。このため、方針１に示

す方法で市民の提案から平常時の計画目標を設定するとともに、これを数値化したものを目標値とす方法で市民の提案から平常時の計画目標を設定するとともに、これを数値化したものを目標値と

して設定し、併記しました。計画目標の数値化に当たっては、さまざまな項目に渡って設定される計して設定し、併記しました。計画目標の数値化に当たっては、さまざまな項目に渡って設定される計

画目標をどのように数値化するかという課題がありますが、市民も含めて分かりやすいものである画目標をどのように数値化するかという課題がありますが、市民も含めて分かりやすいものである

ことと、達成状況を確認する作業を煩雑にしないことを考え、平常時の河川の水量と水質の２項目ことと、達成状況を確認する作業を煩雑にしないことを考え、平常時の河川の水量と水質の２項目

について行うこととしました。なお、これは本計画において水量と水質に効果が期待される項目のについて行うこととしました。なお、これは本計画において水量と水質に効果が期待される項目の

みについてしか取り組まないということではなく、これ以外の洪水時の状況、地下水位、水辺の状態、みについてしか取り組まないということではなく、これ以外の洪水時の状況、地下水位、水辺の状態、

生態系の多様化など数値目標を設定しない計画目標に対しても、全体の取り組みの結果として達成生態系の多様化など数値目標を設定しない計画目標に対しても、全体の取り組みの結果として達成

されるためです。されるためです。

　計画目標の設定と目標の数値化は、具体的には図　計画目標の設定と目標の数値化は、具体的には図 4-5 4-5のフローに示す手順で行いました。のフローに示す手順で行いました。

図図 4-5 4-5　平常時の目標設定の手順　平常時の目標設定の手順
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(1) (1) 流域のブロック分割流域のブロック分割

　　平常時の計画目標設定に際して、柳瀬川流域を主要な支川の合流点等から平常時の計画目標設定に際して、柳瀬川流域を主要な支川の合流点等から44ブロックに分割し、市ブロックに分割し、市

民の意見が極力反映されるようにしました。民の意見が極力反映されるようにしました。

図図 4-6  4-6 ブロック分割ブロック分割1818

1818  背景背景  国土地理院：国土地理院：1/50,000 1/50,000 地形図地形図
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表表 4-2 4-2　平常時における各ブロックの特徴　平常時における各ブロックの特徴
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図図 4-7 4-7　都市化に伴う水循環の変化　都市化に伴う水循環の変化
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(2) (2) キャッチフレーズ、キャッチフレーズ、イメージ図によるイメージ図による「望ましい流域像」「望ましい流域像」の設定の設定

　平常時の「望ましい流域像」をキャッチフレーズ、イメージ図を用いて具体化しました。キャッチ　平常時の「望ましい流域像」をキャッチフレーズ、イメージ図を用いて具体化しました。キャッチ

フレーズ、イメージ図は各ブロックの特徴を踏まえて、流域の市民からの提案をもとに、それらが対フレーズ、イメージ図は各ブロックの特徴を踏まえて、流域の市民からの提案をもとに、それらが対

象とする流域内の区域もしくは河川における区間、評価地点をあわせて設定しました。象とする流域内の区域もしくは河川における区間、評価地点をあわせて設定しました。

(3) (3) 「望ましい流域像」「望ましい流域像」のキャッチフレーズ、のキャッチフレーズ、イメージ図を実現する目標年次イメージ図を実現する目標年次

　キャッチフレーズ、イメージ図ともに、実現には長期間を要するものが含まれています。キャッチ　キャッチフレーズ、イメージ図ともに、実現には長期間を要するものが含まれています。キャッチ

フレーズ、イメージ図のうち、水量・水質の形で数値化されたものについては、本計画の目標年次でフレーズ、イメージ図のうち、水量・水質の形で数値化されたものについては、本計画の目標年次で

あるある20302030年までに実現を目指して取り組みを進めていきます。その他のキャッチフレーズ、イメー年までに実現を目指して取り組みを進めていきます。その他のキャッチフレーズ、イメー

ジ図については長期的な取り組みを要するものとし、水循環系に関わる個別の計画づくりに活用さジ図については長期的な取り組みを要するものとし、水循環系に関わる個別の計画づくりに活用さ

れるよう、本計画で定める「望ましい流域像」として掲載しました。れるよう、本計画で定める「望ましい流域像」として掲載しました。

(4) (4) 目標値の設定目標値の設定

　キャッチフレーズ、イメージ図で描かれた「望ましい流域像」には、自然環境の保全、湧水の保全、　キャッチフレーズ、イメージ図で描かれた「望ましい流域像」には、自然環境の保全、湧水の保全、

良好な景観の保全や創出、親水整備、ヒートアイランド現象の解消、水量や水質の改善等、さまざま良好な景観の保全や創出、親水整備、ヒートアイランド現象の解消、水量や水質の改善等、さまざま

な目標が含まれます。本マスタープランで示すさまざまな取り組みは、これらの目標のいくつかにな目標が含まれます。本マスタープランで示すさまざまな取り組みは、これらの目標のいくつかに

ついて、その実現に向けて同時に効果を発揮することにより、結果として「望ましい流域像」に含まついて、その実現に向けて同時に効果を発揮することにより、結果として「望ましい流域像」に含ま

れる全ての目標の実現に着実に近づいて行くためのものです（れる全ての目標の実現に着実に近づいて行くためのものです（5.2 5.2 参照）。参照）。

　　しかし、「望ましい流域像」に含まれる目標には、現在では定量的な評価が難しいものが含まれてしかし、「望ましい流域像」に含まれる目標には、現在では定量的な評価が難しいものが含まれて

います。そこで、本計画では、キャッチフレーズ、イメージ図の中から定量評価が可能となる親水性います。そこで、本計画では、キャッチフレーズ、イメージ図の中から定量評価が可能となる親水性

((水辺の利用、景観水辺の利用、景観))と生きものの生息・生育環境に関連する目標を評価地点において河川の水量とと生きものの生息・生育環境に関連する目標を評価地点において河川の水量と

して数値化し、目標値を設定しました。して数値化し、目標値を設定しました。

　　ここで、水質に関する目標値は、ＢＯＤここで、水質に関する目標値は、ＢＯＤ1919で設定することとしました。ＢＯＤは汚濁負荷量を水量で設定することとしました。ＢＯＤは汚濁負荷量を水量

で割ることで求めることができます。将来の汚濁負荷量は、人口、下水道の普及率、緑地・農地の面積で割ることで求めることができます。将来の汚濁負荷量は、人口、下水道の普及率、緑地・農地の面積

の予測に基づき設定することがでるため、目標水質（ＢＯＤ）が与えられれば目標達成のために必要の予測に基づき設定することがでるため、目標水質（ＢＯＤ）が与えられれば目標達成のために必要

な水量（河川流量）を算定することができます。このことから、最終的には水質についての目標値もな水量（河川流量）を算定することができます。このことから、最終的には水質についての目標値も

水量に一元化して取り扱うこととしました。水量に一元化して取り扱うこととしました。

　　これにより、プランに示す取り組みを推進する段階には、計画目標の達成状況を水量のみにおいこれにより、プランに示す取り組みを推進する段階には、計画目標の達成状況を水量のみにおい

て確認し、共有することが可能となり、分かりやすくかつ簡単なフォローアップが可能となります。て確認し、共有することが可能となり、分かりやすくかつ簡単なフォローアップが可能となります。

　　具体的な目標値設定の作業としては、市民の提案によるキャッチフレーズ、イメージを実現させ具体的な目標値設定の作業としては、市民の提案によるキャッチフレーズ、イメージを実現させ

るために必要な河川流量を評価地点ごとに算出し、各評価地点において確保すべき必要流量を満足るために必要な河川流量を評価地点ごとに算出し、各評価地点において確保すべき必要流量を満足

する河川流量縦断形をマスタープランの数値目標として設定しました。図する河川流量縦断形をマスタープランの数値目標として設定しました。図 4-8 4-8及び図及び図 4-9 4-9で具体で具体

的な設定の流れを説明します。的な設定の流れを説明します。

1919  ＢＯＤとは、生物化学的酸素要求量の略であり、水中の有機物を微生物が分解する過程で消費した酸素量をＢＯＤとは、生物化学的酸素要求量の略であり、水中の有機物を微生物が分解する過程で消費した酸素量を
測定することで、間接的に河川水の汚濁指標となっています。例えば、山間部の河川ではＢＯＤの値は一般に測定することで、間接的に河川水の汚濁指標となっています。例えば、山間部の河川ではＢＯＤの値は一般に
1.0mg/l1.0mg/l程度であり、都市部の汚れた川では程度であり、都市部の汚れた川では20mg/l20mg/lに達することもあります。に達することもあります。
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図図 4-8 4-8　目標値設定までの流れ　目標値設定までの流れ
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図図 4-9 4-9　必要流量設定までの流れ（例　金山橋地点）　必要流量設定までの流れ（例　金山橋地点）



5959

(5) (5) 管理地点の設定管理地点の設定

　各ブロック下流端付近には河川流量で表された目標値を管理するために管理地点を設けます。　各ブロック下流端付近には河川流量で表された目標値を管理するために管理地点を設けます。

●　●　柳瀬川下流ブロック柳瀬川下流ブロック

・・  管理地点：富士見橋管理地点：富士見橋

・・  設定理由：下流端に近く、水位観測所がある。設定理由：下流端に近く、水位観測所がある。

●　●　柳瀬川上流ブロック柳瀬川上流ブロック

・・  管理地点：新柳瀬橋管理地点：新柳瀬橋

・・  設定理由：ブロックの最下流端に位置しており、橋があるため管理に適当である。設定理由：ブロックの最下流端に位置しており、橋があるため管理に適当である。

●　●　東川ブロック東川ブロック

・・  管理地点：柳瀬橋管理地点：柳瀬橋

・・  設定理由：下流端に近く、流量観測地点である。また、東川流域水循環再生構想での目標値設定理由：下流端に近く、流量観測地点である。また、東川流域水循環再生構想での目標値

設定地点となっている。設定地点となっている。

●　●　空堀川ブロック空堀川ブロック

・・  管理地点：石田橋管理地点：石田橋

・・  設定理由：空堀川下流端に近く、橋があるため管理が容易である。設定理由：空堀川下流端に近く、橋があるため管理が容易である。

図図 4-10 4-10　各ブロックの管理地点　各ブロックの管理地点2020

2020  背景背景  国土地理院：国土地理院：1/50,000 1/50,000 地形図地形図
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(6) (6) 将来の流域条件の設定将来の流域条件の設定

　将来における流域の水循環の状況を水循環モデルにより評価するため、将来の流域条件を以下の　将来における流域の水循環の状況を水循環モデルにより評価するため、将来の流域条件を以下の

とおり設定しました。とおり設定しました。

表表 4-3 4-3　将来の流域条件　将来の流域条件
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(7) (7) 「望ましい流域像」「望ましい流域像」のキャッチフレーズ、のキャッチフレーズ、イメージ図及び数値目標イメージ図及び数値目標

　「望ましい流域像」のキャッチフレーズ、イメージ図から導かれる低水時の河川流量の縦断形を目　「望ましい流域像」のキャッチフレーズ、イメージ図から導かれる低水時の河川流量の縦断形を目

標値として定めました。標値として定めました。

　◆　　◆　柳瀬川下流ブロック柳瀬川下流ブロック
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　◆　　◆　柳瀬川上流ブロック柳瀬川上流ブロック
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　◆　　◆　東川ブロック東川ブロック
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　◆　　◆　空堀川ブロック空堀川ブロック
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（参考）　河川流量の内訳（参考）　河川流量の内訳

　　4.2(7)4.2(7)項に示した各ブロックにおける河川の流量の状況について解説します。項に示した各ブロックにおける河川の流量の状況について解説します。

　　河川流量の縦断系を示したグラフでは、昭和河川流量の縦断系を示したグラフでは、昭和2020年代と、現在、将来、目標のそれぞれの流量が示さ年代と、現在、将来、目標のそれぞれの流量が示さ

れていますが、昭和れていますが、昭和2020年代から現在と将来で流量が増減して変化しています。流量の増減を、自然系年代から現在と将来で流量が増減して変化しています。流量の増減を、自然系

の流量（流域に降った雨や湧き出す水からなる流量）と人工系の流量（下水道の処理水や生活雑排水の流量（流域に降った雨や湧き出す水からなる流量）と人工系の流量（下水道の処理水や生活雑排水

など流域の市街地からの排水からなる流量）に分けて見てみると、図など流域の市街地からの排水からなる流量）に分けて見てみると、図 4-11 4-11のとおりとなります。のとおりとなります。

図図 4-11 4-11　各ブロック管理地点の流量の変化（低水時）　各ブロック管理地点の流量の変化（低水時）
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　昭和　昭和2020年代には流域がほとんど市街化していなかったため、一部の集落からの排水のみが人工系年代には流域がほとんど市街化していなかったため、一部の集落からの排水のみが人工系

流量として流れ、流量のほとんどは自然系のものでした。現在では、流域も市街化が進み、自然系の流量として流れ、流量のほとんどは自然系のものでした。現在では、流域も市街化が進み、自然系の

流量が減少するとともに下水道に接続されていない家庭から生活雑排水等による人工系の流量が流量が減少するとともに下水道に接続されていない家庭から生活雑排水等による人工系の流量が

多くなっています。将来においては流域の市街化の進展により、さらに自然系の流量が減少すると多くなっています。将来においては流域の市街化の進展により、さらに自然系の流量が減少すると

考えられます。考えられます。

　　柳瀬川下流ブロックでは、ブロックの上流にある清瀬水再生センターから流れる処理水が流量の柳瀬川下流ブロックでは、ブロックの上流にある清瀬水再生センターから流れる処理水が流量の

大半を占めています。将来においては、自然系流量が若干減少し、また上流部にある所沢下水処理場大半を占めています。将来においては、自然系流量が若干減少し、また上流部にある所沢下水処理場

が廃止されて処理水が柳瀬川下流ブロックよりさらに下流で排水されるため、人工系流量も減少しが廃止されて処理水が柳瀬川下流ブロックよりさらに下流で排水されるため、人工系流量も減少し

ています。ています。

　　柳瀬川上流ブロックでは、下水道未整備区域からの生活雑排水が人工系の流量として川に流れ込柳瀬川上流ブロックでは、下水道未整備区域からの生活雑排水が人工系の流量として川に流れ込

んでいます。将来においては、自然系流量が若干の減少し、下水道整備の推進により人工系の流量もんでいます。将来においては、自然系流量が若干の減少し、下水道整備の推進により人工系の流量も

減少します。減少します。

　　東川ブロックでは、所沢下水処理場から流れる処理水が流量のほぼ全てとなっています。将来に東川ブロックでは、所沢下水処理場から流れる処理水が流量のほぼ全てとなっています。将来に

おいては、所沢下水処理場の廃止により、流量がほとんどなくなってしまうことが懸念されます。おいては、所沢下水処理場の廃止により、流量がほとんどなくなってしまうことが懸念されます。

　　空堀川ブロックでは、河川の水が地下へ浸透しやすい特性があることから、流量が乏しくなって空堀川ブロックでは、河川の水が地下へ浸透しやすい特性があることから、流量が乏しくなって

います。当ブロックは、既に市街化が進んでおり、将来において自然系の流量は若干の減少にとどまいます。当ブロックは、既に市街化が進んでおり、将来において自然系の流量は若干の減少にとどま

ると想定されます。また、下水道整備もほぼ完了していることから、人工系の流量の変化も少ないとると想定されます。また、下水道整備もほぼ完了していることから、人工系の流量の変化も少ないと

想定されます。想定されます。
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